









→ 経済的損失（被害総額は＞170億円/年）・ 生態系の改変   
開発による生息地の変化、漁業活動に伴う混獲 etc. 
→ 生物多様性保全・環境アセスメント手法の向上 
共通する解決策は「 動物の空間分布動態の把握 」→  だが、全ての場所を調べることは難しい 
e.g. バードストライク 
毎年約30万羽の海鳥が混獲で死亡 















✓ 環境変化に対する応答予測  
(Elith & Leathwick 2009, Nur et al. 2011, Hazen et al. 2012)  















GLM, GAM, Random 
Forest, Maxent, 





推定された分布 実際の調査結果 温暖化応答予測 































in another year 

























How to get there? 
生息域 
生息域 ハビタットモデル（ゴール） 
＋ 
ベイズ推定・機械学習（移動経路） 
動物の空間利用を包括的モデル化 
ハビタットモデルのフレームワーク 
